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近年,国内では自治体や法人を中心に,自転車マップの製作配布が全国的に行われている.最近では紙媒

体地図のほか,インターネット上で閲覧可能なweb自転車マップが作成され,一般の利用者が容易に情報入

手できるようになってきた.一方マップの目的も様々で,観光地の自転車周遊を促進するものや,住民向け

の中心市街地の走りやすさを紹介したものなど,マップごとの用途は異なり,表現方法も統一されていない.

本研究では日本国内のweb自転車マップと日本より歴史の長い海外の自転車マップとの比較調査を行い,特

徴と課題について考察した. 

国内38,海外15のマップを収集し比較した結果,日本国内のマップでは,コンビニエンスストアや周辺の

商業施設などの記載が外国のマップよりも細かいが,自転車の走行空間に関する記述は外国の自転車マッ

プの方が優れたものが多いことが明らかとなった. 
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1. はじめに 

 

 近年,日本国内では自治体や法人などが自転車マップ

を作成する事例が見られる.なかでも,インターネット上

にマップの掲載を行うweb自転車マップは一般の自転車

利用者が容易に情報を得られるというメリットがある. 

 一方自転車マップの表現方法にはガイドラインがなく

統一されていない.また,ユーザーにとって利便性が高い

かどうかの検証も十分に行われていない. 

 本研究では,自転車マップの有用性を考察するため,入

手が容易なweb自転車マップを国内と海外で比較調査を

行うことで,特徴と課題を考察する. 

 

 

2．収集した自転車マップの概要 

 

本研究では,国内のマップについてはインターネット

での単語検索,都道府県・都道府県庁所在地のホームペ

ージ,自治体が運営するコミュニティサイクルのホーム

ページから自転車マップを収集した.海外マップについ

ても英語で同様に収集を行った. 

表1．自転車マップの概要 

国 合計枚数 観光客向け 住民向け その他
日本 38 27 7 4
アメリカ 8 1 6 1
ヨーロッパ 7 3 2 2
合計 53 31 15 7  

 

表1は,2014年7月現在で収集した,国内の自転車マップ

38種,海外の自転車マップ15種の計53種の概要を示して

いる. 

なお,海外はアメリカとヨーロッパではイギリス,フラ

ンス,ドイツ,スペインであるが検索の限界から海外マッ

プのサンプルが十分とはいえない. 

 

 

3．自転車マップの比較 

 

 収集したマップを,想定される利用者別に「観光客向

け」,「住民向け」,コミュニティサイクルのポートマッ

プや通行時間帯などに関する情報提供を行う「その他」

の3種に分類し,日本のマップと海外のマップの比較を行

った. 
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図1.京都サイクリングマップの例1) 

 

 

図2.ロワール渓谷自転車マップ2) 

 

(1) 観光客向けマップ 

これらのマップでは対象地域内の観光スポットとルー

ト案内が主となる.表1に示す通り日本のweb自転車マッ

プの約7割は観光客向けのものである. 

日本の自転車マップは写真を多用するものが多く,観

光名所の説明文が記載されている. 

 図1は京都市の自転車マップの例である.日本のマップ

では図1のように1枚の地図で複数のルートを示すものが

見られる.多いものでは埼玉県の自転車マップで100ルー

トを紹介しているものもある. 

図2はフランスのマップである.海外では写真を用いる

ことはあるが日本のマップのように説明文が添付される

ケースは少ない.マップを掲載しているホームページに

説明文があるものが主で,マップ自体は日本のものより

も簡略化されている. 

図3と図4は国内の観光マップの凡例である.これらの

マップは長距離走行を想定したためか,コンビニエンス

ストアやトイレの記載が見られる.海外の観光客向けマ

ップでは日本のマップに記載されているコンビニエンス

ストアやトイレの表記が殆どみられず,土地勘のない外

部の利用者からすると,休憩できる場所の情報が得られ

ないため,長時間の走行の際には不便である. 
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図3.上尾市サイクルマップの凡例3) 

 

 

図4.岐阜市自転車マップ「ぎふポタ」の凡例4) 

 

観光マップでは,日本のものは説明文や周辺施設の提

示など,情報量が多くその土地を全く知らいない利用者

にとっては親切な記述になっていると考えられる.しか

し,情報量が多いためマップが見づらいという面もある. 

 

(2) 住民向けマップ 

 住民向けのマップは自転車の安全走行を目的に,舗装

状況や混雑状況,道幅などの自転車走行そのものに関す

る情報をまとめている.そのため,観光用のマップでは殆

ど用いられない自転車の走行空間に関する記述が複数み

られる. 

 図5と図6はそれぞれ豊田市と新潟市の走行空間につい

ての分類を示したマップの凡例である.図5の豊田市の凡

例では一般道路を歩道の有無と,走行しやすさを基準に

評価している.また,図6の新潟市の凡例では図5のように

「快適に走行できる」「走行しにくい」といった評価は

ないが「バス・タクシー・歩行者に注意するルート」や

「自転車走行禁止区間」などの表記がある. 

 いずれの例でも,走行空間の表記は歩道走行が前提と

なっている.特に,「自転車が走行できない歩道」の表記

は日本特有のものである. 

 

図5.豊田市自転車走りやすさマップの凡例5) 

 

 
図6.新潟市自転車マップの凡例6) 

 

図7と図8はアメリカの走行空間に関する自転車マップ

の凡例である.同じ走行空間を示したものでも,アメリカ

のマップは走行区分が図7のように詳細に分類されてい

る.いずれも歩道走行は想定されていない.また,図8のよ

うに車の交通量で走行しやすさを分類したものがある.

オハイオ大学周辺は前述のスタンフォード大学に比べて,

走行空間の整備がされていないが,交通量で区分するこ

とで自転車の走りやすさを表現している. 

 日本では,歩道走行の習慣が定着しているが,ロードバ

イクやマウンテンバイクのようなスピードの出るスポー

ツバイクでの歩道走行は非常に危険である.自転車走行

空間を早期に整備することは困難であるが,車の交通量

の表示があれば車道も自転車で利用しやすくなると考え

られる. 

 

 
図7.スタンフォード大学周辺自転車マップの凡例7) 

 

 

図8.オハイオ大学周辺自転車マップの凡例8) 
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図9.岡山市「ももちゃり」ポートマップ(部分)9) 

 

 

図10.ロンドン「Barclays Cycle Hire」 

ポートマップ(部分)10) 

 

 (3)その他のマップ 

 コミュニティサイクルのポートマップは,国内と海外

で類似しているものがみられる.図9は岡山市のコミュニ

ティサイクル,図10はロンドンのコミュニティサイクル

のポートマップである. 

 図9と図10はいずれもサイトのページ内にgoogle map

などのスクロール可能な地図を埋め込み,使用したいポ

ートを検索することが可能である.縮尺も変更可能なの

で,必要なエリアの情報のみを見ることができる.コミュ

ニティサイクルは広範囲に複数のポートがあるため,国

内のマップも海外のマップもこの形式で作成するものが

殆どである. 

 また,図11と図12は横浜市のコミュニティサイクル社

会実験時の自転車マップの凡例である.これは図9と図10

のようなスクロール形式のマップではなく,1枚のマップ

で構成されている.図11のようにサイクルポートのアイ

コンを表示し,さらに図12のようにポート周辺の拡大図

を別途示している.この形式では前述のように縮尺を変

更して付近の地図を詳細に見ることは困難だが,自転車

乗り入れ禁止区域など,google mapでは表示できない情

報を示すことができる. 

 

図11.横浜市社会実験サイクルマップ(部分)11) 

 

 

図12.横浜市社会実験サイクルマップ(部分)11) 

(ポート付近) 

 

 
図13.京都市自転車通行禁止時間帯マップの凡例12) 

 

 

図14.青森県自転車盗難頻度マップの凡例13) 
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 広域な位置情報を詳細に提供できるスクロール式のポ

ートマップと,通行禁止区域や自転車店などのアイコン

を追加して情報提供できるポートマップでは双方に利点

がある. 

 その他のマップはコミュニティサイクルのポートマッ

プの他にも,様々な用途で作成されている. 

図13は京都市の河原町周辺の時間別の自転車通行禁止

区域を表したマップの凡例である.また,図14は青森県の

自転車盗難頻度を段階別に表したマップの凡例である.

通行禁止時間帯や盗難状況に関する情報提供は有用性の

高いものであるが,地域によって必要性が変わってくる

と考えられる. 

 

 

4．おわりに 

 

 日本の自転車マップは,海外の自転車マップに比べて

周辺施設や,それに関する説明文が多い.単純な情報量は

海外のものより多いことがわかった.周辺施設に関する

情報は,休憩や買い物などを含む周遊や観光の際には役

立つと考えられる. 

 しかし,安全に走行するという目的に関して,日本の自

転車マップは海外の自転車マップに比べて情報の質が高

くないと考える.日本のマップは車の交通量や走行区分

に関する情報が海外のマップより不足している.現在の

自転車マップは歩道走行が前提となっているので,車道

に誘導する情報が必要である.改善策として,車道の交通

量や路肩の広さなどを記し,車道の走りやすさを盛り込

んだ情報提供が必要であると考えられる. 
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